
新庁舎整備事業 

 市政だより9月号にて、公助の中心となる「市役所新庁舎の整備」
についてお知らせしました。 

 そこで、新庁舎整備の現時点の計画内容について、イメージ図な
どを展示します。 

 みなさま、ぜひご覧ください。 

 また、事業内容等については、この展示のほか、千葉市ホーム
ページでも紹介しておりますので、あわせてご覧ください。 
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 新庁舎の計画概要・敷地利用計画は以下のとおりです 

【敷地概要】 

建設地  千葉市中央区千葉港１－１ 
敷地面積 約２９，０００㎡ 
       （既存：３９，６８０．９６㎡） 
 
【法的規制】 

区域指定 都市計画区域 
用途地域 商業地域 
        ・建ぺい率   ９０％ 
        ・容積率   ４００％ 
高度地区 規制なし 
日影規制 規制なし 
防火指定 準防火地域 
 
【建物概要】 

主要用途 庁舎 
構造種別 鉄骨造（基礎免震構造） 
建築面積 約 ６，８００㎡ 
延床面積 約４９，４００㎡ 
階数    地上１１階 
               （低層棟は地上７階） 
高さ    約５３ｍ（低層棟は約３２ｍ） 
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外観イメージ① 

外観イメージ③ 

 新庁舎の建物配置は、①現庁舎を使用しながら建設できる配置、②モノレールの駅に近い配置と
する等の点から決定しました。 
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  NHK側からの鳥瞰 
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  プロムナードのみなと公園側から 
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まちかど広場 

開放的な 
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低層棟 

議会関連 

高層棟 



 1・2階内観イメージ① 

 まちかど広場側から 
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 1・2階内観イメージ② 
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 非常時の業務継続性及び省エネルギーと環境に配慮した庁舎 

☆ライフラインが断絶した状態でも、３日間は業務継続が可能 
・太陽光発電・地下オイルタンク・災害用汚水槽・雨水貯水槽  
・井水利用 ・液状化対策・ヘリポート   
☆免震装置 

免震構造により、建物全体の地震の揺れを軽減するとともに、家具等の
転倒を防止することで、災害直後から業務継続が可能 

非常時の業務継続性に配慮した庁舎 
 
 
 
 

省エネルギーと環境に配慮した庁舎 
 
 
 
 

☆自然エネルギーを活用した環境負荷の低減 
・地中熱・風・太陽光   
☆省エネルギー化 
・ＬＥＤ照明・高効率設備の採用 
☆建物の長寿命化、ライフサイクルコストの低減 
・免震構造・耐久性の高い建材、機器 
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今後のスケジュール 

Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｈ３２年度 Ｈ３３年度 Ｈ３４年度 Ｈ３５年度 

事業者選定 実施設計 新庁舎建設工事 

新
庁
舎
開
庁
 

事業者選定の期間 実施設計段階 建設工事段階 

外構工事 

解体工事 

新庁舎の建設に向けて 

東日本大震災（平成２３年３月１１日） 

H２３～H２５ 
・現庁舎の課題として「防災面」「分散化・狭あい化」「老朽化」の３点を整理 
・本庁舎の整備方法を８つのケースから絞り込み 

H２６ 
H２７ 

・基本構想・基本計画の策定 
・基本設計方針の決定 

H２８ 
H２９ 

・基本設計の策定 
・新庁舎整備に向けた事業着手方針の決定 

これまでの検討経緯 
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